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 昨年第2報 に於 てBHC及 びその近縁化合物 に關す る研 究 を爽表 したが,更 にBHCの 殺 虫
機構 を確 め るた めにその後 引績 いて殺虫試験 及び揮套 に關 す る研 究 を行 つた,
               む
 先づ ヒメマル カ ツヲブシ ムシ(AIIthlenus verbaci I.)に 劃 す る試験 は毛布重量 の%oooに
相営す る γ異性照 を吸牧 させてお くと蝕害 な く而 も50%以 上 の殺 虫力 を示 し,更 に庭理 毛布の
水洗,蒸 煮,加 熱,日 光直射 等の操 作を行 つ ても効力は殆 ど攣 らない事 を知 つ た.次 に圓筒 の
底部 に γを一定 量入れ上部 に昆轟 と毛布 とを入 れ,密 閉 した場 合は数 日後,閉 放 の ままで も15
日後 には供試轟 は死滅 した.伺 この際開放 した ものの γの重量が2.4%減 少 して窟 こ.
 次 に同様 な試験 を コクゾウ(Calandha oryzae L)に ついて行 つた.即 ち圓筒 に米400gを 入
れ その 中央部 に γ一定量 を入 れてガーゼで覆 つた小三角瓶 を埋 め供試 虫 を入 れて密閉 し15日 後
に観察 した.そ の結 果は次表 の迅 りで γの揮機 作用に依 つて米穀 と環剤 とを接 賜 させ る事 な く
コクゾヴを死 滅せ しめ得 る事 を知 つた.
    …j'γ 一C・H・CI・1供 試 虫 欺 死 虫 剃 死 虫 百 分 率
     1           10mg           49              7            14.3タ6
     2           30             50              10             20。0
     350 49 49100.0
 これ等殺 虫試 験 の結果 か ら次 にBII(〕 特 にγ異性禮 の揮 螢 の機 作 につ いて研 究 を行 つたが,
BHCの 各異 【生膿 は在來 の固膿嬢蒸齊1(naphthalene,1-、lichloroben;tene等)に比べ ると遙 か
に蒸氣堅が小 さい.夏 に γの蒸氣巫は他 の異性照の それ と除 り差が ない.元 來粗製BHCに は
特別 な刺戟臭 があ り,種 々の金厩等 と共 にデ シケーター中に入れて置 くと各金属 共雛 を生す る
が,一 方純 品は何 れ も殆 ど無 臭で金騰 を秀 させ る事 もないか ご,,こ の刺戟臭 は副反慮 生成 物 と
考 え られ る.
 次 に純 γ異 性髄 の減 墜揮套試瞼 を行 つナこ.即 ち50cc容 の丸 底 フラス コに一定最(約500mg)
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の純 γを とり80。の定浴 器 に入 れ,こ れに逆流防止瓶 及びN/50苛 性 ソーダ容液50ccを 入れ た
フ ラス コを蓮結 し眞 室 ポンプで減 鷹 として(10～11mm)ア ルカ リが適度 にbubbleす る様 に毛
細 管を附 した.一 定時 悶(2.5～3時 間)後 苛性 ソP・ダの滑費 量 を測 り更 にVolhard法 に依つ
て アルカ リ中の臨素 を定 量 した.そ の結果 先づ純 γは一一部 昇華 す る爲 にフラスコ内は10mg偉
の減量 を見 たが融瓢 は墾 らなかつ た.ア ルカ リ中の盤素 は殆 ど痕 跡程 度に過 ぎ な か つたが,
N/50苛 性 ソF・ダ浩費 量 は0,6～2eCで 結果 に可成 り差があつ た.こ れはbubbleに 依 る室氣 中
の炭酸 ガスに基 くもの と考 えられ る.以 上 の結果か ら純 γか らは臨素 を含 む酸性 ガスは套生 し
ない と考 え られ る.               .
 更 に粗BHC 509(二 種)叉 は純γ39とN/50苛 性 ソ"ダ50ceと をデシケー タ・…に入れ40。 に1
ケ月問保存 した後苛性 ソーダの潮費量 及び アル カ リ中の盤素 を定量 した結果,前 者 か ら吸牧 し
たガス を撫酸 ガ 不 として計算 しアこ値,及 び後者を鞭酸 に換算 した値 は可成 りよ く一致 して居 る.
  一._.一 一一曜1愛?畏 ⊥9・n・r・1≧墜 遡 難 至・9iC聴 喚 ・H・1
  ・C・ntr・1     12.28cc.  一・-t    -     0.Omg
   BHC(A)       22.98      10.70 cc      7.81mg      7.08
   BHC(B)        24.56       12.28       8.96        8.66
 1   γ一C6H6ρ16          15.8〔}         3.52           2.57           2曾15
 以上 の結果 か ら粗製 品か らは擁酸 ガス と想定せ られ るガスを可成 り褒生 し,こ れが刺戟臭 の
一部 をな して居 ると考 え られ る.叉 純 γもこの場合 は堅酸 ガスを套 生 して居 る と老 え られ るが
これ はデシケ'タ ー中の愚 度及 び温 変に基 くもの と思 われ るが引績 き研究 中であ る.
              (昭 和24年3月7日 受 理)
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 エ チ レ ン の 接 燭 重 合 に 關 す る研 究 は 從 來 よ り逃 だ 多 く,Ni, Co, Cu,に 就 て は森 川,小 中,
Hoffman, Otto, AtMnsonl'等 が あ り, A iCl3に 就 て はStanley, Nash, Sullivan, Ipatieff,
Waterman, Ha]12), H3PO{に っ い て はIpatieff, Peters,小 中:',ア ル ミナ に 就 て はEgloff,
                   (57)
